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JAQG活動概要

一般社団法人 日本航空宇宙工業会

航空宇宙品質センター（JAQG）

平成 25年 11月 6日 名古屋会場 （ウインクあいち）

平成 25年 11月 14日 東京会場 （虎ノ門ヒルズ）

平成 25年 11月 18日 大阪会場 (梅田スカイビル）
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◆JAQGの目的

JAQG活動の目的と利点

(1) JAQG活動への参加機会が得られる

(2) JAQGメンバー専用ウェブからの最新情報取得

9100関連情報， IAQG関連情報の和訳，Nadcap AC 日英対訳版，

SCMH(Supply Chain Management Handbook)和訳版 など

(3) OASISデータベース登録費用の減免

JAQGは、IAQG(International Aerospace Quality Group)の品質保証に関
する制度などに対し、わが国航空宇宙産業界の要求を反映すると共に、国
内においてJIS Q 9100の認証制度の確立、運用の監督及び品質保証制度
全般の標準化の促進を図り、もってわが国航空宇宙産業界の品質の向上、
業務の効率化及びコストの引き下げを図ることを目的とする。

◆JAQGメンバーのメリット
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JAQG活動の意義

JAQGの主な活動：
① 9100認証制度の運用と監視
② 国際品質規格の普及（翻訳出版）
③ 業界意見のIAQG活動への反映
④ 世界のプライム企業の動向把握

国際的な品質先端情報の共有
（国際品質規格、JAQG/IAQG 

Web情報､ 活動報告会、
JAQGへの意見 / 問合せ）

品質の向上
コストの削減

9100認証制度の維持
（顧客の監査省略、顧客

特有の要求削減）
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航空宇宙審査登録
管理委員会

(JRMC)

JAQG : Japanese Aerospace Quality Group（航空宇宙品質センター）
JRMC : Japan Registration Management Committee
SCMH :  Supply Chain Management Handbook 
WG :  ワーキング・グループ

全268社
会員メンバー 61社
協賛メンバー 199社
関連機関メンバー 8社
（ 2013. 10. 1 現在 ）

議長： 筒井 俊一(IHI)

日本航空宇宙工業会

事務局

幹事会

JAQGメンバｰ JAQG運営委員会

戦略検討委員会

幹事長：福井 將喜(川崎重工業)

幹事 ：近藤 栄也(三菱重工業) 片山 尚人 (住友精密工業)
伊藤 直彦(富士重工業） 佐々木 俊昌 (三菱電機)

筒井 俊一 (IHI） 土岐 将 (日本電気)
清水 隆史 (新明和工業) 植田 大作 (東芝)
深井 克明 (島津製作所) 前田 哲哉 （ナブテスコ）

委員長： 福井 將喜(川崎重工業)

規格検討
WG

主査： 河本 正博
(三菱重工業)

特殊工程

検討WG

主査：堀田 彰彦
(川崎重工業)

ウェブ検討

WG

主査：菅野 義就
(日本航空宇宙工業会)

スペース
フォーラム

主査：澁谷 典明
（三菱重工業）

SCMH
WG

要員能力

検討WG

主査：小薬 正幸
(IHI)

主査：水野 努
（三菱重工業）

JAQGの組織
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JAQG戦略検討委員会活動

◆ 活動目的

JAQG中長期戦略を策定し，戦略方針等を運営委員会に提案する

◆ 活動方針

IAQG活動への対応，国内への展開，フィードバック
- IAQG戦略検討WG（SWG）へ出席し得られた結果を審議、必要なアクションをJAQG

各WGへ展開するとともに、各WGからの検討結果をIAQGへフィードバックする

JAQG独自の戦略策定

国内 ：業界の意見吸上げと集約の実施

ステークホルダーとの連携強化活動の推進

APAQG：日本がリーダーシップを取り，日本の意見をアジアの意見として発信

（他セクターに対する影響力を強化）

IAQG ： JAQG独自の戦略に基づき，検討した固有の要求事項等をIAQGへ

積極的に提言していく

日本国内の航空，宇宙，防衛産業における強固な品質マネジメント
システム構築の検討（特別案件）
-「規格への提言」「ガイダンス文書の作成」「9100認証スキームの改善」等の活動を推進する。

さらに、本活動のアウトプットについては、今後IAQGレベルへの提言を適宜行っていく。
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JAQG活動の役割分担 （1/2）

◎：幹事長/委員長/議長/各ワーキンググループ主査 ○：担当
SF ：スペースフォーラム

会社名
戦略検討
委員会

幹事会 JRMC

規格 特殊工程 ウェブ SF SCMH
要員能力

検討

川崎重工業 ◎ ◎ ○ ○（副) ◎ ○ ○ ○ ○

三菱重工業 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

ＩＨＩ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

富士重工業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新明和工業 ○ ○ ○ ○ ○

島津製作所 ○ ○ ○ ○ ○

住友精密工業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三菱電機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

NEC ○ ○ ○ ○

東芝 ○ ○ ○ ○

ナブテスコ ○ ○ ○ ○ ○

IHI ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ ○（副)

JAQG事務局
(SJAC)

○ ○ ○ ◎ ○ ○

JAQG関連活動

ワーキンググループ
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JAQG活動の役割分担 （2/2）

★：セクターリーダー ☆：セクターサブリーダー ◆：投票メンバー
●：メンバー ◎：リーダー ○：サブリーダー 事：事務局

会社名 セ
ク

タ
ー

リ
ー

ダ
ー

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ

国
際

航
空

宇
宙

認
証

制
度

管
理

チ
ー

ム

規
格

要
求

分
科

会

製
品

及
び

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

改
善

分
科

会

要
員

能
力

分
科

会

航
空

当
局

（製
造

）

関
係

強
化

分
科

会
国

際
ス

ペ
ー

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

防
衛

当
局

関
係

強
化

分
科

会

運
営

管
理

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

ス
ペ

ー
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム

富士重工業 ◆ ◎ ◆

三菱重工業 ★ ◆ ◎ ◎ ◎ ◎ ◆ ◎

ＩＨＩ ◆ ○ ◎ ◆

川崎重工業 ☆ ◆ ○ ◎ ◆

新明和工業 ● ◆

IHI ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ ○ ○

JAQG事務局(SJAC) ● ◎ 事

IAQG関連活動
APAQG

関連
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2012年度 1/4半期 2/4半期 3/4半期 4/4半期
運営委員会

幹事会

ワーキング

グループ会議等
の開催

会員/ｽﾃｰｸﾎﾙ
ﾀﾞｰ活動説明会
/報告会の開催

JIS Q 9100

認証制度の

運営管理

▼5/9

▼
4/27

▼
6/15

▼ ▼ ▼

7/13   8/21   9/14 

規格/特殊工程/ウェブ/SCMH/名古屋準備の各WG、スペースフォーラムを適宜開催

JAQG HPによる会報/JAQG会員募集

▼
JRMC拡大会議 （6/7）

認定機関、認証機関への審査立会い、サーベイランス、他セクター監査を実施

JRMCメンバー会議（毎月）

▼ ▼ ▼
1/16  2/15    3/22

▼
5/21

戦略検討委員会

JAQG活動報告会（2/4, 6） ▼

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ様向け活動報告会(2/20)▼

▼
JRMC拡大会議 (9/18)

▼
4/27

▼ ▼
11/2   12/7

9104-1研修

JAQG活動状況 - JAQG関連
（2012年度活動実績）

強固なQMS構築検討

▼
6/15

▼ ▼ ▼ ▼
7/9  8/6  8/21   9/14 

▼ ▼
11/2   12/7

▼ ▼ ▼
1/16  2/15    3/22

▼

7/4

▼ ▼

8/7, 28

▼

9/4

▼
JRMC拡大会議 （11/20）
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JAQG活動状況 - IAQG/APAQG関連
（2012年度活動実績）

2012年度 1/4半期 2/4半期 3/4半期 4/4半期

IAQG

関連会議

APAQG

関連会議

▼IAQGｻﾝｱﾝﾄﾆｵ会議
(4/16-4/19)

▼IAQG名古屋会議
(10/8-10/12)

▼
APAQG会議
(10/9@名古屋)

▼
APAQG会議
(3月@ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）

▼IAQG SWG会議 (7月＠パリ） ▼IAQG SWG会議
（1月＠フロリダ）

OPMT定例電話会議（毎月）

SWG定例電話会議（毎月）

◆ｻﾝｱﾝﾄﾆｵ（4月） ◆名古屋（10月）（◆：PRI 会議への派遣）

9100 改正準備▼

9104-2改正関連▼

9101 改正準備▼9100 改正準備(7月)▼

9104-2改正関連▼

▼9102会議（9月）

9101 会議（11月）▼

▼9102会議（6月） ▼9102会議（1月）

9101 会議（5月）▼

◆ﾍﾞﾙﾘﾝ（7月）
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一般社団法人 日本航空宇宙工業会

航空宇宙品質センター（JAQG）

航空，宇宙及び防衛分野における
強固な品質マネジメントシステム

構築の検討状況

JAQG活動報告資料
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背 景

 2011年10月のIAQGボルドー会議にて， Dr. Norbert Lohl によ
るEASA 基調講演 で“品質関連事案” として問題提起

 近年，日本国内において航空，宇宙及び防衛 産業で 品質上
の問題が発生

– 記録データ取り扱いの不備、 手順の逸脱 ･･･

 JAQG 運営委員会(2012.5) で 本活動の推進 を決定

Safety culture/ethics to be revitalized.

IAQG ボルドー会議での説明

1-6
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 目的

ステークホルダーからの信頼を回復するため、日本国内
の航空、宇宙、防衛産業における強固な品質マネジメント
システムを構築するための活動を開始する。

 内容

1) JAQG 戦略検討委員会 (SWC: Strategy Working Committee) 
タスクフォースとして推進

2) 品質上の問題からの教訓 (Lessons Learned)、メンバー会社のグッ
ド・プラクティスなどを基にして活動

3) 日本国内のステークホルダー（防衛省殿、経産省殿、国交省殿、
JAXA殿），AB/CBとの協調/議論

4) ベスト･プラクティスとして JAQG 会員 向けに結果を報告すると共に、
IAQG の諸活動にインプットする。

AB : 認定機関 (Accreditation Body)
CB : 認証機関 (Certification Body)

目 的

14

4      5      6 7      8      9  10     11    12 1      2      3
▼IAQGｻﾝｱﾝﾄﾆｵ

(4月)
▼ IAQG 名古屋

(10月)

APAQG ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ▼
(3月)

▼ IAQG SWG
(中間報告: 7/12-13) 

▼ IAQG SWG
(1月)

▼ JAQG運営委員会
(5月)

EASA報告▼
(9/19)

▼ SWG, 評議会、ｻﾌﾟﾗｲﾔ総会

JAQG戦略検討委員会
(毎月1,2度の会合)

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

JAQG活動報告会（2/4, 6） ▼
ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ様向け活動報告会(2/20)▼

問題，ﾍﾞｽﾄ･ﾌﾟﾗｸﾃｨｽなど
の情報収集，共有，分析

AB/CBと協調 / 議論

産業界からの提案として集約

提言活動の推進（規格、ガイダンス、9100認証）

試案の完成

最終案の作成

▼ APAQG名古屋
(10月)

活動スケジュール（FY2012）

1-7



15

主要改善事項

1. 意識
「飛行安全」，「コンプライアンス」 及び 「品質第一」 の意識を再徹底する

2. コミュニケーション と 問題解決
「現場」の声に耳を傾け， 問題解決 につなげる

3. AQMS プロセス
人的要因を極力減らすためのしくみを推進すると共にAQMS プロセスを
改善する

活動のアウトプット

(1) 9100 規格への提言

(2) ガイダンス文書の作成

(3) 9100認証スキーム (CB 審査)の改善

AQMS : Aerospace QMS

活動概要
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航空・宇宙業界および防衛産業における強固な品質マネジ
メントシステム構築検討（継続）
FY2012に得られた成果を元に下記活動を推進中

活動 担当 アウトプット 期限

規格への提言 規格検討WG ・9100補助文書（国内）

・次期9100規格への反映

・～2013.09-10
・～2015.12

ガイダンス文書の
作成

SCMH WG JAQG固有 ガイダンス文書 ・～2014.03

9100認証スキーム
の改善

JRMC ・Resolution発行

・9104-1への追加提案

・～2013.02(完了)

・～2015.12

今後の活動（FY2013）

1-8
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年
項目 2012 2013 2014 2015 2016

規格

9100

その他
（9162）

ガイ
ダン
ス
文書

（1）ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
（2）飛行安全
（3）作業指示書
（4）現場意見

（5）作業移管
（6）設計開発

9100認証スキーム

▽ 9100：2015発行

次期改正への反映提言

ﾄﾞﾗﾌﾄ作成

ﾚﾋﾞｭｰ

発行
▽

（Resolutionに基づき運用）

9104/1次期改正への反映

9162改正版
発行（TBD）

▽

IAQG
9100:2015

JIS Q 
9100:2015

9100補助文書

認証スキームを補完するIAQG OPMT
Resolutionに反映し、公開済

補足文書作成

（国内のみ）

9162改正提言

▼12/19Kickoff

OPMT Resolution 提言

ﾄﾞﾗﾌﾄ作成

▼▽

▼▽

発行（9～10月）

発行
▼8/1

発行
▼

活動スケジュール（長期）

JAQG文書として発行
ただし、認証には使用しない

ﾚﾋﾞｭｰ
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 JAQG一般向けWebページにて公開開始（2013年8月1日）

 公開直後よりWebへのアクセス数増加

 作業移管、設計管理についても作成開始

ガイダンス文書

1-9



19

 活動により得られた成果に基づき
JAQG規格検討WGにおいて「航
空宇宙工業会規格（SJAC規格）」
として原案を作成。

 作成した原案についてWG内でレ
ビュー実施(8月) 。

 8月下旬よりパブリックコメントを募
集、結果を反映して10月～11月に
発行の予定。

SJAC 規格検討用ドラフト

9100補足文書

20

JAQG各WG活動状況

•規格検討WG
•特殊工程検討WG
•ウェブ検討WG
•スペースフォーラム

•SCMH WG
•要員能力検討WG

1-10
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航空，宇宙及び防衛分野の組織に対して適用可能である，国際的に共通な
品質及び相互認証ｼｽﾃﾑに関する規格について，国内の航空宇宙産業界に
展開することを目的として，下記の活動を推進する。

◆IAQGで作成される規格について，技術的内容の一致した日本語版規格
（JIS規格又はSJAC規格）の原案を作成し，適宜パブリックコメント募集を
実施し，日本規格協会（JSA）と連携し，規格の制定/改正を行う。

◆ IAQGで作成される規格関連の展開支援文書について，必要に応じて
日本語版資料を作成する。

◆IAQGで作成される規格の制定/改正及び関連展開支援文書の作成に関し，
JAQGとしての意見を積極的に具申するため検討段階から参画し，IAQGの
検討会議へ適宜参加する。

◆国内独自に業界にメリットがある規格の検討を行い，国際的な適用メリット
があれば，IAQGへ提案する。

◆SJAC規格のユーザビリティ改善のため，電子出版の運用を検討・促進する。

注） 認証スキームに係わる規格は航空宇宙審査登録管理委員会（JRMC）と，また
SCMH（Supply Chain Management Handbook）に関連する規格はSCMH WGと連携し活動する。

活動方針及び活動概要

JAQG各WG活動状況
規格検討WG概要
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（備考） ・「区分」は主に適用される組織を示す。
・9100は，JIS規格として発行。 ・9010，9011，9012，9068はJAQG（国内）独自に制定した規格である。

（＊１） SJAC 9104-1への移行に伴い廃止予定。
（＊２） 9100シリーズ規格の次期改正は同時期に行う予定。
（＊３） IAQGにおける検討状況により変更となる場合がある。

改訂 発行日 改訂 目標発行日

1 9010 認定・審査 JIS Q 9100 品質システムの認定・審査登録に対する要求事項 C 2007/6/29

2 9011 認定・審査
航空宇宙審査員研修コースの開発、実施及び管理に
関する要求事項

B 2007/6/29

9012 認定・審査 航空宇宙審査登録管理委員会(JRMC)運営要領 廃止 2006/7/27 － －

3 9100 製造
品質マネジメントシステム－
航空，宇宙及び防衛分野の組織に対する要求事項

2009 2009/4/20 2016 2016年度(*2)

4 9101 認定・審査
品質マネジメントシステム
－航空，宇宙及び防衛分野の組織に対する審査要求事項

D 2010/3/31 E 2013年度(*3)

5 9102 製造 航空宇宙　初回製品検査要求 A 2004/6/16 B 2013年度(*3)

6 9103 製造 航空宇宙　キー特性管理 A 2013/3/29

7 9104-1 認定・審査
航空，宇宙及び防衛分野の品質マネジメントシステム
認証プログラムに対する要求事項

－ 2012/2/24

8 9104-2 認定・審査
航空宇宙 品質マネジメントシステム
審査登録制度のオーバーサイト要求事項

－ 2007/6/29 A 2013年度(*3)

9 9104-3 認定・審査 航空宇宙審査員の力量及び研修コースに関する要求事項 － 2007/6/29 A 2014年度(*3)

10 9107 製造 航空宇宙組織におけるダイレクトデリバリ権限に関する手引き - 2010/7/15 今年度は改正予定なし

No. 規格番号
規格名称

（SJAC未発行の場合はIAQGの規格名称を記載）
区分

次回

改正予定なし(*1)

今年度は改正予定なし

現行

改正予定なし(*1)

今年度は改正予定なし

SJAC関連規格発行状況 － 1/4
（2013年10月時点）

1-11
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改訂 発行日 改訂 目標発行日

11 9110 整備
品質マネジメントシステム －
航空分野の整備組織に対する要求事項

A 2013/8/30

12 9111 整備
Quality Management Systems -Aerospace-
Assessment for Maintenance Organizations

13 9114 製造 航空宇宙組織におけるダイレクトシップに関する手引き － 2010/7/15 A
2013年度(*3
)

14 9115 製造
品質マネジメントシステム － 航空，宇宙及び防衛分野の組織に
対する要求事項 － 納入ソフトウェア

－ 2010/10/29

15 9116 製造
Notice of Change (NOC） Requirements
変更通知に関する要求事項（仮）

－ － － 2013年度(*3)

16 9117 製造
Delegated Product Release Verification (DPRV）
製品リリースにおける検証活動の委譲　（仮）

－ － － 2014年度(*3)

17 9120 流通
品質マネジメントシステム －
航空，宇宙及び防衛分野の販売業者に対する要求事項

－ 2011/2/25

18 9121 流通
Quality Management Systems -Aerospace-
Assessment for Stockist Distributors

19 9131 製造 航空宇宙　不適合報告書 － 2002/2/15 A 2013年度

20 9132 製造
航空宇宙　部品マーキングに対するデータマトリックス
(2Ｄ)品質要求事項

今年度は改正予定な
し (*2)

今年度は改正予定な
し (*2)

今年度は改正予定な
し (*2)

No. 規格番号 区分
規格名称

（SJAC未発行の場合はIAQGの規格名称を記載）

SJAC発行予定なし

現行 次回

（ﾆｰｽﾞあれば再検討）

（9101へ統合のため）

（9101へ統合のため）SJAC発行予定なし

SJAC発行予定なし

SJAC関連規格発行状況 － 2/4

（備考） ・「区分」は主に適用される組織を示す。
・9100は，JIS規格として発行。 ・9010，9011，9012，9068はJAQG（国内）独自に制定した規格である。

（＊１） SJAC 9104-1への移行に伴い廃止予定。
（＊２） 9100シリーズ規格の次期改正は同時期に行う予定。
（＊３） IAQGにおける検討状況により変更となる場合がある。

24

改訂 発行日 改訂 目標発行日

21 9133 製造 Qualificaion Procedure for Aerospace Standard Parts （ﾆｰｽﾞあれば再検討）

22 9134 製造 サプライチェーン リスクマネジメント ガイドライン － 2010/12/29

23 9136 製造
Root Cause Analysis and Problem Solving
根本原因分析及び問題解決　（仮）

－ － － 2014年度(*3)

24 9137 製造
Guidance for the Application of AQAP 2110
 within a 9100 Quality Management System

25 9139 製造

Development of Bodies of Knowledge (BoK) for Aviation,
Space $ Defence Industry and IAQG Recognition
航空，宇宙及び防衛産業における要員の知識体系の開発，並び
にIAQGによる認知（仮）

－ － － 2014年度(*3)

26 9162 製造 作業者による自主確認プログラム － 2006/10/31 今年度は改正予定なし

今年度は改正予定な
し（IAQGで廃止予定）

SJAC発行予定なし

SJAC規格（現行）

SJAC発行予定なし

No. 規格番号 区分
規格名称

（SJAC未発行の場合はIAQGの規格名称を記載）

（NATO関係のため）

次回

SJAC関連規格発行状況 － 3/4

（備考） ・「区分」は主に適用される組織を示す。
・9100は，JIS規格として発行。 ・9010，9011，9012，9068はJAQG（国内）独自に制定した規格である。

（＊１） SJAC 9104-1への移行に伴い廃止予定。
（＊２） 9100シリーズ規格の次期改正は同時期に行う予定。
（＊３） IAQGにおける検討状況により変更となる場合がある。
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IAQGにおいて検討中の規格

改訂 発行日 改訂 目標発行日

① 9138 製造 Statistical Product Acceptance Requirements

② 91XX 製造
“Advance Product Quality Planning” (APQP) /
“Production Part Approval Process” (PPAP)

JAQGにおいて検討中の規格

Ⅰ 9068 製造
品質マネジメントシステム - 航空，宇宙及び防衛分野の組織に
対する要求事項
- 強固なQMS構築のためのJIS Q 9100補足事項

No. 規格番号 区分
規格名称

（SJAC未発行の場合はIAQGの規格名称を記載）

SJAC規格（現行）

2012年度のJAQG戦略検討委員会検討結
果を受け，SJAC規格化決定

ARP 9013をベース
IAQG名古屋会議で規格化議決

次回

IAQGモスクワ会議で規格化議決

SJAC関連規格発行状況 － 4/4

（備考） ・「区分」は主に適用される組織を示す。
・9100は，JIS規格として発行。 ・9010，9011，9012，9068はJAQG（国内）独自に制定した規格である。

（＊１） SJAC 9104-1への移行に伴い廃止予定。
（＊２） 9100シリーズ規格の次期改正は同時期に行う予定。
（＊３） IAQGにおける検討状況により変更となる場合がある。

26

活動内容
特殊工程の国際認定制度(Nadcap)の日本国内への
有益な展開を図るため、JAQG会員メンバーの認証取得及び
維持活動を支援する。

ACチェックリスト日英対訳のJAQGウェブでの公開を推進する。

Nadcapの理事会（PRI Board of Director）へJAQGメンバーを
派遣する。

PRI-Nadcapに対しNadcap監査に関する意見提言活動を実施
する。

2014年度に開催予定のNadcapシンポジウム（PRI日本事務所
主催）について、必要により、支援を行う。

JAQG各WG活動状況
特殊工程検討WG概要(1/3)

1-13
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英文／和文の対訳版形式

ACチェックリストのJAQG Web公開例

→ JAQG会員専用ウエブサイトで公開。

現在、35 アイテム の対訳版 を掲示中。

Inspection and Test Quality System AC7004　Rev.E

Basic Chemical Processing Checklist AC7108 Rev.F
Painting & Dry Film Coatings AC7108/1 Rev B
Surface preparation prior to metal bonding AC7108/3 Rev B
Chemical Milling AC7108/5 Rev A

Basic Coatings Checklist AC7109  Rev D
Thermal Spray AC7109/1 Rev C
Stripping AC7109/4 Rev C
Coating Evaluation Lab Practices AC7109/5 Rev E

Basic Heat Treating Checklist AC7102 Rev G
Aluminum Heat Treating AC7102/2 Rev C
Supplemental Audit Criteria for Heat Treating AC7102 S Rev E

Mechanical Testing AC7101/3 Rev C
Metallography & Microhardness AC7101/4 Rev D

Nonconventional Machining AC7116 Rev B
Laser Beam Machining (LBM) AC7116/4 Rev B

Shot Peening, Peen Forming, Glass Bead Peening AC7117 Rev A
Supplement, AC7117S NC
Automated Peening AC7117/2 NC
Supplement,  Automated Peening AC7117/2S NC
Flapper Peening AC7117/4 NC
Manual Peening AC7117/5 NC
Supplement,  Manual Peening AC7117/5S NC

Basic NDT Checklist AC7114 Rev G
Penetrant AC7114/1 Rev G
Magnetic Particle AC7114/2 Rev G
Ultrasonic AC7114/3 Rev I
Radiography AC7114/4 Rev G

Basic Welding Checklist AC7110 Rev E
Fusion Welding AC7110/5 Rev G
Supplement, Fusion Welding AC7110/5S Rev C
Welder/Welding Operator Qualification AC7110/12 Rev E
Supplement, AC7110/12S Rev D
Metallographic, Supplement, AC7110/13S Rev C

Basic Composites Checklist AC7118 Rev C
COMPOSITE (COMP)

MATERIALS TESTING LABS (MTL)

NONCONVENTIONAL MACHINING (NM)

SURFACE ENHANCEMENT (SE)

NONDESTRUCTIVE TESTING (NDT)

CHEMICAL PROCESSING (CP)

COATINGS (CT)

HEAT TREATING (HT)

WELDING (WLD)

AC Checklists posted on JAQG Web （10/1 時点）

PROCESS AC Number / Rev.

AEROSPACE QUALITY SYSTEM (AQS)
主要な活動成果
ACチェックリスト日英対訳の

JAQGウェブでの公開

JAQG各WG活動状況
特殊工程検討WG概要(2/3)

28

主要な活動成果
Nadcapの理事会（PRI Board of Director）へのメンバー派遣

情報収集、及び、日本からの意見の発信を実施。（毎年３回程度）

Nadcap監査に関する意見提言活動
・技術的提言(対PRI-Nadcap技術委員会）

これまでのNadcap監査受審の経験や状況をもとに、各分野の監査基準（ACチェック
リスト）の規定内容に関し、意見提言を実施。また、それを通じて、Nadcap監査に
関する日本のサプライヤの意見をPRI-Nadcapに具申。

・これまでの活動分野：化学処理、ショットピーニング、コーティング、熱処理（※対SAE）

・提言した意見は、PRI技術委員会で審議され、半数以上がACチェックリストに
反映された。

・Nadcap運営全般への提言(対PRI-Nadcap上層部）
PRI上層部（Mr.Joe Pinto（Vice President）等とWGメンバーとの意見交換会を開催。

Nadcap監査全般や監査員について、問題点の提示、改善の要請等を実施。

Nadcapシンポジウム開催 支援
Nadcapシンポジウム（PRI日本事務所主催、2013年3月、東京）の開催を支援。
WGは計画段階から参画し、今回開催された熱処理及び化学処理の両セッションで
議長を担当。次回は、2014年上半期での開催をPRIに要請中。

JAQG各WG活動状況
特殊工程検討WG概要(3/3)
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活動内容

JAQG入会推進と会員サービス向上のため、

JAQG活動説明会アンケートなどをJAQG活動の改善に
フィードバックする。

JAQGメンバーウェブサイトを維持し「JAQGニュース」
やウェブの内容の的確な更新を通じてIAQG/JAQG活動
の最新情報をタイムリーに提供する。また､必要に応
じてウェブサイトの機能強化・改善を行う。

JAQG各WG活動状況
ウェブ検討WG概要(1/3)

30

主要な活動成果

JAQGパブリックウェブサイトの全面リニューアル
（１） 掲載データの全面再構築（より分かりやすいデータ構造へ）

（２） データへのアクセス性の改善（プルダウンメニュー／サイドメニューの導入）

（３） ＪＡＱＧメンバー専用ウェブサイトデータへのアクセス性の改善

（メンバー専用ウェブサイトの主要なデータのリスト／リンク掲載） 2013.9.9公開

トップページ
サイドメニュー

プルダウンメニュー

http://www.sjac.or.jp/jaqg/

JAQG各WG活動状況
ウェブ検討WG概要(2/3)
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主要な活動成果

JAQGメンバー専用ウェブサイトの維持
JAQGメンバー限定の品質関連情報を掲載するために設置

http://sjac-jaqg.kir.jp/ 

コンテンツ紹介

-Membership Only

会員限定情報を掲載

-SCMH和訳版

-Nadcap日英対訳版

-Download

関連資料掲載（一部は非会員にも公開）

-各種申込み

等

ログイン後のトップページ

JAQG各WG活動状況
ウェブ検討WG概要(3/3)

32

JAQG各WG活動状況
スペースフォーラム(1/3)

スペースフォーラム概要及び活動方針
◆ｽﾍﾟｰｽﾌｫｰﾗﾑ概要：
・IAQGｽﾍﾟｰｽﾌｫｰﾗﾑは、2003年より発足。

各国宇宙機ﾒｰｶｰに加え、各宇宙機関(NASA、ESA、JAXA)と共に対応。
・JAQGｽﾍﾟｰｽﾌｫｰﾗﾑは、上記のIAQGの動きを受け、ｱｼﾞｱ地区への設立ﾆ-ｽﾞ

から、2006年より発足，ﾒﾝﾊﾞｰは、下記企業/機関より 構成。
・宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） ・株式会社IHI
・株式会社IHIｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ ・川崎重工業株式会社
・住友精密工業 株式会社 ・日本電気株式会社
・日本航空電子株式会社 ・HIREC株式会社
・富士重工業 株式会社 ・三菱重工業 株式会社
・三菱電機株式会社 ・三菱プレシジョン株式会社
・三菱スペースソフトウェア株式会社 ・一般社団法人 日本航空宇宙工業会

◆活動方針：
宇宙業界が一体となり、JIS Q 9100 品質マネジメントシステムを展開し、
日本の宇宙機(ﾛｹｯﾄ・衛星・ｽﾃｰｼｮﾝ等)の品質の著しい改善とコスト低減
を図る。

1-16
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JAQG各WG活動状況
スペースフォーラム(2/3)

活動事例

1.JAXAとの連携強化/9100認証取得支援
・JAXA IAQG/JAQG Space Forum参加
・IAQG Space Forumの結果報告
・コマーシャル衛星ユーザーへの9100説明

2.宇宙関連企業の認証取得促進
・SFメンバー会社 全社認証取得済み

・SFメンバー会社 サプライヤーへの展開促進

3.宇宙事業の視点からIAQG活動支援/提案
・9100次期改正へのコメント

・JAQG 規格WG、SCMH WG等への参加/宇宙意見の反映

34

JAQG各WG活動状況
スペースフォーラム(3/3)

活動事例

4.ｽﾍﾟｰｽﾌｫｰﾗﾑからのOPMTへの参加
・JRMC拡大会議への参加
・ 9104-3 宇宙固有事項作成メンバーとしてJAQGから参加

5.宇宙関連ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽの共有
・ESA/JAXA/NASA３局会合情報

・宇宙特有管理手法の最新動向紹介

1-17
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IAQGで作成した *SCMH (Supply Chain Management 
Handbook) の国内展開を図る

* SCMHとは

サプライヤのための，ガイダンス文書，トレーニング資料，
ベストプラクティス，既存の規格を補足する文書を集めたもの

①SCMHの和訳版の発行
「特別要求事項／クリティカルアイテム」他9アイテムについて和訳版を
作成。JAQGメンバ向けに公開。

「契約要求事項のレビュー」等のアイテムについて和訳版作成中。

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (1/4)

◆SCMH WG活動内容

◆主な活動成果

36

JAQG

5. 工場・材料・スキル
能力の計画及び日程作成

1. 販売計画・マスタースケ
ジュール及び順序付け

9. 不適合の管理,
是正及び予防処置

• 根本原因分析及び
問題解決

• 不適合製品の管理

• 販売、マスタースケジュー
ル及び順序付け

•製品実現の計画

附属書

10. 顧客サポート

（サービス運用管理）
11. 業務管理及び顧客満足の監視

4. 外注サプライヤ の
選択及び承認

2. 契約上の要求事項
及び展開

6. 注文の管理及び物流
（内部及び外部）

3. 設計・開発

7. 製造及び検査 8. 供給者の運営管理及び
製品の妥当性確認

• 模倣品予防

• 要求事項とフローダウン
テンプレート

• 契約要求事項のレビュー

• サプライヤ選定及び能力評価

• 製品ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ及び詳細
評価用ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

• 9100改正版展開支援文書

• 要員の力量
（PCAP001）

• ICOP概要へのリンク

• 9100/SSCA/PPDAC比較

• IAQG Dictionaryリンク

• 9103（ｷｰ特性） ガイダンス資料

• 9102 （初回製品検査）
ガイダンス資料

• 異物管理（FOD）

• 変更通知 – ﾂｰﾙ

• 供給者向け品質マネジ
メントの基礎

• 2次供給者管理

• 作業移管の管理

 形態管理

• リスクマネジメント

• 納入評価指標

将来作成予定/着手作成中完成済

① SCMHの和訳版の発行 （IAQG SCMHの構成）

• 新製品開発における品質側面

• 特別要求事項/クリティカルアイテム

• ソフトウェアガイダンス(9115)

•注文の管理及び物流

• 予防処置

• APQP/PPAP

• プロセスマッピング

：和訳版作成済

2013/10/16時点

：和訳版作成中

IAQG

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (2/4)

◆主要な活動成果
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JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (3/4)

供給者選定及び能力評価

初回製品検査（FAI） 異物予防管理（FOD）

特別要求事項及びクリティカルアイテム

和訳版の例（JAQGメンバー専用ウェブサイトで掲載中）

◆主要な活動成果

38

②「強固なQMS構築」を支援するガイダンス文書を発行・作成中
・H24年度発行済：「コンプライアンス教育」，「飛行安全教育」，

「作業指示書の取扱い」，

「現場からの意見吸い上げ手順」

・H25年度作成中：「作業移管の管理」，「設計・開発レビュー」

③関連する規格の和訳版（SJAC規格）の発行・作成中
・発行済：9134 (Supply Chain Risk Management Guideline)
・作成中：9136 (Root Cause Analysis and Problem Solving)

④IAQG活動への参画
・5月のIAQGモスクワ会議，10月のIAQGモントリオール会議に
参画し， SCMH活動の動向を把握，意見を提言。

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (4/4)

◆主要な活動成果
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JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 参考資料：1/4

SCMHへのアクセス方法

①IAQGパブリックウェブ(http://www.sae.org/iaqg/)へアクセス

②“Supply Chain Management 
Handbook（SCMH）”をクリック

40

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 参考資料：2/4

③“Accept Terms and Launch SCMH”
をクリックすると，別ウィンドウで
e-SCMHが開く
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JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 参考資料：3/4

④閲覧したい章をクリック

42

Page 42

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 参考資料：4/4

⑤詳細コンテンツ及び
手順書、教育資料、様
式等への直接リンク
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• SCMHとは?
サプライヤのための，ガイダンス文書，トレーニング資料，
ベストプラクティスを集めたもの

• SCMHの目的は?
既存の規格を補足し，どうすれば要求事項を満たせるかに

焦点をおく

• 航空宇宙業界への利点
ガイダンス資料を提供することで，品質関連規格に対する
サプライチェーンの適合性の改善と改善活動の向上を図ることにより，
製品品質の向上及びオンタイムデリバリを達成する。

注記 IAQG SCMHは，全てのサプライチェーンに使用してもらうべく

ウェブベースで無料公開中（英文版のみ）

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (補足：1/4)

44

SCMH活動開始の背景
• これまでのIAQGの活動主体は，要求を規定した規格の制定

であった。
• これからは，以下の観点でサプライヤの支援活動が必要。

- 規格要求事項の理解の支援
- 顧客の要求/期待や組織の目標を満たす方法についての

ガイダンスや最適手法の提供

これから:
“How（どのように）”

に焦点をあてた活動

これまで:
“WHAT（何を）”

に焦点をあてた活動

“SCMH” Supply Chain Management Handbookを通じて
“How（どのように）”に焦点をあてた活動の展開が必要。

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (補足：2/4)
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9100

要求事項

Supply 
Chain 
Mgmnt 

Handbook

将来の 9100改定版
へのインプット

IAQG 発行文書
(規格, ガイドライン)

91xx
9131

9103
9102

SCMH ガイダンス資料, 
ツール, 教育資料等

顧客の要求/期待や組織の目標を満たす方法
についてのガイダンスや最適手法の提供

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (補足：3/4)

46

◆活動状況

IAQG活動への参画

IAQGで開発中のSCMHのアイテムについて，資料案について事前
検討を行いコメントを提出するとともに，IAQG会議時に開催され
たそれぞれのサブチーム会議に出席者で対応。また，IAQG SCMH
活動の動向を注視しながらJAQG内でも内容検討を実施。

その他

・JAQGメンバーからの要望があれば，ウェブ検討WGの協力を得て，
SCMH和訳版掲載ウェブの利便性を改善する。
（SCMHアイテムリスト（含む和訳化状況）の一般公開開始）

・JAQG幹事会メンバー各社におけるSCMH（英文版及び和訳版）の
社内啓発，認知度向上のための活動の推進

JAQG各WG活動状況
SCMH WG概要 (補足：4/4)
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1  Human Factors（ヒューマンファクター）
事故・不具合防止の為に，ヒューマンファクター（人的要因）に

関する背景，主要手法，航空当局要求などを含んだガイダンス
文書を取りまとめ，JAQGウェブサイトに公開し，だれでも無料で
利用できる環境を整える

2  Competency Management（力量管理）
航空，宇宙及び防衛分野の品質関連要員に必要とされる，全

世界共通の”BoK”（Body of Knowledge，知識体系）を開発し，
ガイダンス資料としてJAQGウェブサイトに公開し，だれでも無料
で利用できる環境を整える

◆活動範囲- “人”に焦点を当てた活動 -

JAQG各WG活動状況
要員能力検討WG概要 (1/4)

48

1 ヒューマンファクター

ヒューマンファクターに関するガイダンス文書

– IAQG People Capability Teamおける活動の結果，IAQGモントリ
オール会議(平成25年10月)にて，Teamの最終ドラフトが完成

– 今後，IAQGの中でレビューされ，平成25年11月にはIAQGウェブ
サイトに公開（発行）される予定

活動の進捗状況，今後の予定

•ガイダンス文書がIAQGにて公開され次第，JAQG要員能力
検討WGにて，翻訳を行い，国内に情報展開する

JAQG各WG活動状況
要員能力検討WG概要 (2/4)
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2 力量管理

BoK作成に関連する文書
1 BoK作成専門組織に向けたBoK作成の仕様書

⇒ IAQG People Capability Teamの最終ドラフトが完成。IAQGにて承認後，発行予定

2 作成されたBoKのレビュー・認知手順を規定したIAQG内部規定

⇒ IAQG People Capability Teamの最終ドラフト完成・発行予定

3 BoKの使用者（組織）に対する，BoK使用の手引き

⇒ IAQG People Capability Teamの最終ドラフトが90％完成

4 BoK作成専門組織とIAQGとで交わす協定

⇒ IAQG People Capability Teamの最終ドラフト完成。IAQG Lawyerレビュー後発行予定

5 BoK 本体

⇒ 平成26年春までに，最低でも2組織のBoK案をIAQG People Capability Teamにてレビューし、
その後発行する予定

活動の進捗状況，今後の予定

•IAQGで作成中のBoKが公開され次第，JAQG要員能力検討
WGにて，翻訳を行い，国内に情報展開する

JAQG各WG活動状況
要員能力検討WG概要 (3/4)

50

（参考資料） 開発されるBoKとは？
・航空，宇宙及び防衛分野の品質関連要員向け

・必要とされる知識やスキルの最低限の要求事項をまとめたもの（力量マップのようなもの）

・IAQGが認知する。

・表形式にまとめられる。（イメージを図示）

・あくまでガイダンス資料であり，要求
事項ではない。

・IAQG/JAQGのウェブサイトに掲載さ
れる。

・ JAQGメンバーは，簡単にアクセスで
きる。

・サプライチェーンのあらゆるレベルに
おける組織が，それぞれの力量管理
などに利用できる。（利用するか否か
は自由）

BoKのイメージ

JAQG各WG活動状況
要員能力検討WG概要 (4/4)
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IAQG/APAQGの概要

52

IAQG活動／APAQG活動への参画

JAQGの参画

品質関連の国際会議(IAQG会議:年2回、APAQG会議:年2 回、

IAQGワーキンググループ会議:適時、等)に積極的に参加

日本の航空宇宙産業界の意見を国際品質規格や国際航空宇宙

認証制度のルールなどに反映

IAQG : International Aerospace Quality Group 国際航空宇宙品質グループ
APAQG : Asia-Pacific Aerospace Quality Group アジア太平洋航空宇宙品質グループ
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International Aerospace Quality Group
（国際航空宇宙品質グループ）

International Aerospace Quality Group （IAQG）International Aerospace Quality Group （IAQG）

IAQG 総会

EAQG
(ヨーロッパ地区)

AAQG
(アメリカ地区)

APAQG
(アジア･太平洋地区)

(1) 国際航空宇宙品質グループ(IAQG) 
世界の航空宇宙メーカーが互いの信頼に基づいて強力な協力体制を構築

・維持することにより、価値創造の流れの全段階において品質の著しい

改善とコストの削減を実現する活動を推進するために1998年に設立。

54

目的: 世界の航空宇宙会社が、互いの信頼に基づいて強力な協力体制
を構築・維持することにより、価値創造の流れの全段階におい
て品質の著しい改善とコスト削減を実現するイニシアティブを
推進する。

目標:

IAQGの目的及び目標

パフォーマンスの
段階的改善

On Time

・製品納入

・予備品＆サービスの納入

・チェーンの全レベル
の部品とデータ

・在庫削減

・継続的安全性改善

・完成度、信頼性
＆所有コスト

・設計＆製造不良の
無きこと

・無駄の削減

・On-Time, On-Quality
納入はコストを削減する

On Quality On Cost

製品ライフサイクルを通じて契約納期に契約品質の製品を納入
要員、プロセスおよびツールにより継続的に改善する(OTOQD)
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IAQGメンバー会社一覧

Aerojet (米)
ATK (米)
Ball Aerospace (米)
Boeing (米)
Bombardier Aerospace (ｶﾅﾀﾞ)
Eaton (米)
Embraer (ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)
GE Aviation (米)
General Dynamics - Gulfstream (米)
Honeywell (米)
Lockheed Martin (米)
Moog (米)
Northrop Grumman (米)
Parker Aerospace (米)
Raytheon (米)
Rockwell Collins (米)
Rolls-Royce North America (米)
Spirit AeroSystems (米)
Textron – Cessna (米)
Triumph Group (米)
United Technologies Corp. (米)
☼SAE (米)

AIDC （台湾）
AVIC （中国）
COMAC （中国）
DSO（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）
EGAT（台湾）
Indonesian Aerospace （ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）
KAI （韓国）
KAL - ASD （韓国）
IHI （日本）
川崎重工業 （日本）
新明和工業 （日本）
富士重工業 （日本）

三菱重工業 （日本）

☼SJAC (日本)

：IAQGメンバー
：IAQG投票メンバー

Advanced Electronics Company 
(ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ)
AgustaWestland (伊)
Airbus (仏)
Airbus Military (西)
Alenia Aermacchi (伊)
Astrium (仏)
AVIO (伊)
BAE Systems (英)
Cassidian (独)
Dassault Aviation (仏)
Elbit Systems (ｲｽﾗｴﾙ)
Eurocopter (独/仏) 
FACC (ｵｰｽﾄﾘｱ)
Fokker Aerospace (蘭)
HEGAN (ITP) (西)
IAI (ｲｽﾗｴﾙ)
MBDA (欧州各所)
Meggitt (英)
Messier-Dowty (仏)
MTU (独)
PFW (独)
RAFAEL (ｲｽﾗｴﾙ)
Rolls-Royce (英)

Russian Helicopter (露)
SAAB (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)
SAFRAN (仏)
SAGEM (仏)
SNECMA (仏)
SONACA (ﾍﾞﾙｷﾞｰ)
THALES (仏)

Turbomeca (仏)
United Aircraft Corporation (露)
GKN Aero Engine sys (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)
Zodiac Aerospace (仏)
☼ASD (ﾍﾞﾙｷﾞｰ)

※2013年10月時点

☼：地区代表業界団体
セクターリーダー

AAQG（21 + 地区代表業界団体）APAQG（13 + 地区代表業界団体）EAQG（34 + 地区代表業界団体）
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IAQG組織

関係強化
戦略部会

コミュニケーション
チーム

戦略
検討

ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

執行
委員会

総会

改善戦略部会

財務管理チーム

運営管理ﾁｰﾑ

国際航空宇宙
認証制度管理チーム

規格要求分科会

製品及び
サプライチェーン分科会

要員能力分科会

プレジデント
アメリカセクターリーダー(AAQG)
ヨーロッパセクターリーダー(EAQG)
アジア太平洋セクターリーダー(APAQG)

それぞれのセクター
からの投票メンバー

•航空当局 － 製造
•宇宙機関
•防衛当局
•整備、修理及び

オーバーホール
•業界団体

パフォーマンス評価
分科会

SWG リーダー,  プレジデント, セクターリーダー,    
コミュニケーションリーダー, 
運営管理,    財務,  認証制度管理,   
関係強化戦略,   規格要求,   製品及び
サプライチェーン,   要員能力,  パフォーマンス, 
インテグレーションチーム,  事務局
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IAQGの活動基本方針

チャレンジに向け
連携する

3 軸で

関係強化戦略

• 航空当局 – 製造
• 宇宙機関
• 防衛当局
• 整備, 修理 及びｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ
• 業界団体

改善戦略

• 規格要求

• 要員能力

• 製品及びサプライ
チェーン

• パフォーマンス

IAQG 運営システム
IAQG 業界による認証制度管理チーム

インテグレーションチーム
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認証監視スキーム

9104-1 (認証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 9104-2 (審査登録制度) 9104-3 (審査員) 規
格

文
書

の
管

理
は

IA
Q

G
（
手

順
書

1
0

3
）
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
る

要
員

能
力

要員能力文書(PCAP001) & 構造 (skills matrix)

ﾍ
ﾞｽ

ﾄ
ﾌ
ﾟﾗ

ｸ
ﾃ
ｨｽ

製
品

及
び

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン Supply Chain Management Handbook (SCMH)

販売計画・
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

要求事項
及び
展開

設計・
開発

工場,材料,
ｽｷﾙ能力の

計画

製造及び
検査

供給者管理
及び製品

妥当性確認

不適合管理
及び

是正,予防

注文管理
及び物流

顧客
ｻﾎﾟｰﾄ

外注
ｻﾌﾟﾗｲﾔ

選択

業務管理
及び顧客
満足監視

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

業
界

に
よ

る
監

視
制

度

9120 (販売業者)

9100 (組織全般)

9110 (整備組織)

9101
審査
要求
事項

品質マネジメントシステム

規
格

要
求

品質マネジメント
システム
要求規格

9103
ｷｰ特性

9102
FAI

9107
ﾀﾞｲﾚｸﾄﾃﾞﾘﾊﾞﾘ

9114
ﾀﾞｲﾚｸﾄｼｯﾌﾟ

9131
不適合報告書

9132
部品ﾏｰｷﾝｸﾞ

9133
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ部品

9138
統計的手法

9162
自主確認

9115
ｿﾌﾄｳｪｱ

9137
AQAP align.

91XX
APQP/PPAP

58

IAQGで発行/維持される文書
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SJAC: Society of Japanese Aerospace Companies （一社）日本航空宇宙工業会

APAQG
(アジア･太平洋地区)

JAQG

(2) アジア太平洋航空宇宙品質グループ(APAQG)
IAQGにおけるアジアパシフィック地域組織（アジア太平洋セクター）

IAQG会議に合わせて年2回の会議を開催し､近年のIAQG活動戦略目標に対応

した､アジア太平洋セクター内の活動方針や各活動の役割分担等について協議中

SJAC
(事務局)

EAQG
(ヨーロッパ地区)

AAQG
(アメリカ地区)

Asia-Pacific Aerospace Quality Group （APAQG）Asia-Pacific Aerospace Quality Group （APAQG）

Asia Pacific Aerospace Quality Group
（アジア太平洋航空宇宙品質グループ）

60

Asia Pacific Aerospace Quality Group
（アジア太平洋航空宇宙品質グループ）

• セクターで共通の航空宇宙品質マネジメントシステム、航空宇宙産
業でのベストプラクティス、パフォーマンス測定基準などの品質規
格、要求、ツール及び技術の共通化を図る。

• 監査、検査、サプライヤーパフォーマンス評価結果等の共有方法
を確立する。

APAQG Charterより

目的: • アジア太平洋セクターの航空宇宙会社が、互いの信頼に基づいて
強力な協力体制を構築・維持することにより、価値創造の流れの
全段階において品質の著しい改善とコスト削減を実現するイニシ
アティブを推進する。

• アジア太平洋セクターの航空宇宙会社の間で各会社のベストプラ
クティスを共有する。

目標:
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Page 61

IHI *

MHI*

KHI*

FHI*

Shin Maywa

AVIC*

AIDC

Harbin Embraer

Indonesian Aerospace

China 4
(CAQG)

Indonesia 2

Taiwan 2

Japan
(JAQG)
5+SJAC

SJAC

Korea 3

Samsung
Techwin

KAL-ASD*

(Secretariat)

MalaysiaIndia

新規会員候補

COMAC

KAI

EGAT

Boeing Tianjin

DSO

Singapore 3

GMF Aero Asia

APAQG会員
(IAQG会員兼務)

APAQG会員

APAQG準会員
(個人会員)

David Tan(P&W) 
Jimson Ngiam(THALES)

APAQG会員： 17組織＋2名（個人会員）

APAQG組織

* IAQG Voting Member
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•ご清聴ありがとうございました
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